
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第２３号 （平成２７年８月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆勤続３０年の表彰を受けました！◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、私どもの親会社である神奈川中央交通の制度として社員の 

永年勤続表彰と、それからバス会社ですので、無事故の表彰の２つがあります。 

永年勤続については、２０年、３０年というくくりがあるのですが、この７月をもって

私自身が３０年の表彰の対象となりまして、７月６日に表彰をしていただきました。 

私は昭和６０年の４月に入社いたしまして、同じ時に入社したのが２４名。その  

うち半分近くが女性でした。そして、入社してから最初の１０年までの間に、女性は

結婚や出産で退職をするものがおり、また男性でも数名が退職をしまして、２４名中

１１名が１０年で退職をしました。 

そして、そこで残った私を含めた１３名が、その後２０年間、１人として欠けること

なく勤続３０年を迎えることができました。 

入社当時、昭和６０年頃というのは、会社も景気的には良かったので、いわゆる

男子は軟式の野球部があったり、女子は９人制のバレーボールがあったり、それ 

ぞれ実業団のチームとして活躍していた時期でした。 

なので、高校で野球をやっていた選手や高校でバレー部だった選手も、同期の 

２４名中１１名いました。そんな面々も選手を引退してから、それぞれのポジションで

例えば営業所の所長をしていたり、頑張っています。 

ただ、３０年経ちましたから、定年退職を迎える日までの方が短くなってきまして、 

一番早い人はあと６年くらいで定年です。最近は、雇用の延長が 

あったりするので、そこで辞めることはないと思いますが、一度定年

ということにはなりますので、あらためてこの１３名で、誰ひとり欠け

ることなく、お互い切磋琢磨していこうと （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－０８１１ 神奈川県平塚市八重咲町７番３５号 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） 誓い合った次第です（笑）。  

また、運転手さんの無事故表彰については、３年区切り（３年、６年、９年・・・）で

表彰状と金一封が手渡されるのですが、私が勤続３０年を迎えた今年、３０年間 

無事故という運転手さんが２２名おりまして、さらに３３年が８名、３６年が２名と、  

３０年以上に渡って無事故の運転手さんが３２名もおりました。３０年というと、もの

すごい日数になりますので、運転のプロとはいえ無事故を継続することは、そうとう

なご苦労やご家族の協力があってのことだと思いますし、それこそすごい名誉な 

ことだと本当に思いました。 

３０代の１０年、４０代の１０年、５０代の１０年。５０代はまさに現在進行形です。 

３０代よりも４０代の方があっという間に過ぎ去った印象がありますが、諸先輩方 

から聞くところによると、５０代はもっとあっという間だとのこと・・・。 

私の髪の毛があっという間に真っ白くなってしまったように、時間はあっという間

に過ぎていきますので、悔いが残らぬよう、日々情熱をもって過ごしたいと思いま

す。そして、後進も育てていきたいと思っています。 

◆発行者コラム◆ 

先々月の神奈中情報通信のときに、大山ケーブルカーのお話を書かせていただ

きましたが、覚えていらっしゃいますでしょうか？新しい車両になるのに、どうやって

現場まで車両を運ぶのかナゾですと、書かせていただきました。あの後、実際に 

車両が運ばれたことがニュースにもなっていました。その答えは、

車両を解体した上で、運搬用のヘリコプターで運び、また現地で 

組み立てるという方法でした。ニュースで見てなるほどなと思い 

ました（笑）。米山 

大森 米山 


